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夏　剛　教授　略歴・著述目録

略歴（学歴・職歴・学内行政及び研究組織役職・学会所属等）

1954 年 7 月 25 日 中国・上海市で出生

1961 年 9 月～62 年 8 月 上海市楊浦区打虎山路第 1小学

1962 年 9 月～68 年 8 月  上海市楊浦区四平路第 2小学（卒業［「文化大革命」初期の全

国学校閉鎖に由り 1年遅延］に至る）

1968 年 9 月～71 年 8 月 上海市楊浦区鞍山中学（卒業に至る）

1971 年 9 月～12 月 就職準備の為の自宅待機

1972 年 1 月～73 年 12 月  「文革」の「知識青年上山下郷（下放）」運
キャンペーン

動に由り，黒龍江

省伊春市南岔
た

林業局威嶺営林所に勤務

1973 年 12 月～78 年 3 月  黒龍江省電力建設公司第 1工程処に勤務（210 発電所建設現場

［伊春地区某所の山奥］→哈
ハ ル ピ ン

爾濱市動力区）

1978 年 3 月～82 年 1 月  ［哈
ハ ル ピ ン

爾濱］黒龍江大学日本語学部日本語・日本文学専攻（卒業・

学士号取得に至る）

1982 年 1 月～84 年 12 月  ［北京］中国社会科学院研究生院（大学院）外国文学学部修士

課程（3年制）日本近・現代文学専攻（終了・文学修士号取得［85

年 5 月 30 日］に至る）。

1984 年 12 月～92 年 2 月  ［北京］中国社会科学院外国文学研究所東南・東北亜
アジア

文学研究

室助理研究員（専任講師格）

1987 年 6 月～88 年 6 月 日本国際交流基金特
フ ェ ロ ー シ ッ プ

別研究員

1987 年 6 月～89 年 3 月 京都大学人文科学研究所招聘外国人学者

1987 年 9 月～92 年 2 月  ［京都］国際日本文化研究センター（文部省大学共同利用研究

機関）共同研究員（「日本文学と〝私〟」共同研究班［代表者＝

中西進］所属）

1987 年 10 月～現在 ［京都］現代中国研究会会員

1988 年 12 月～2013 年 12 月 ［東京］俳諧・連歌結社「あした」（主宰＝宇咲冬男）客員

1989 年 4 月～92 年 3 月  京都工芸繊維大学工芸学部専任（任期制）助教授（「一般教養等・

文学」担当）

1989 年 10 月～現在 日本ペンクラブ会員



－ ii －

1989 年 12 月～93 年 12 月 日本近代文学会会員

1991 年 4 月～92 年 3 月 京都芸術造形大学芸術学部非常勤講師（一般教養・文化担当）

1992 年 4 月～96 年 3 月  ［京都］立命館大学国際関係学部常勤（任期制）外国人講師（「中

国語」担当［他に法学部・産業社会学部・経営学部・全学副専

攻科目］）

1992 年 4 月～97 年 3 月  京都精華大学人文・美術学部非常勤講師（「アジア研究」「日本

文学概論」担当）

1996 年 4 月～97 年 3 月 立命館大学言語教育センター非常勤講師（「中国語」担当）

1996 年 4 月～97 年 3 月 ［京都］同志社女子大学学芸学部非常勤講師（「中国語」担当）

1997 年 4 月～2001 年 3 月  立命館大学国際関係学部助教授（学部・国際関係研究科・衣笠

校
キャンパス

庭副専攻「初修・専門中国語」，学部「国際関係資料［和文］

講読」「アジア研究」，文学部「地域と移動　旧華人文化圏論」

等担当）

1997 年 4 月～2005 年 3 月  立命館大学国際言語文化研究所課題別研究会「比較文化研究会」

代表者

2000 年 10 月～01 年 3 月  ［京都］龍谷大学経済・経営・法学部非常勤講師（「アジア研究・

現代中国事情」担当）

2001 年 4 月～20 年 3 月  立命館大学国際関係学部教授（学部・国際関係研究科・衣笠

校
キャンパス

庭副専攻「初修・専門中国語」「東アジア研究」「比較社会論」

「東アジア文化関係論」等担当）

2001 年 4 月～03 年 3 月 立命館国際関係学部学生主事

2002 年 1 月～13 年 12 月 アジア政経学会会員

2002 年 4 月～05 年 3 月 立命館大学国際地域研究所専任研究員

2003 年 4 月～04 年 3 月 立命館大学中国語部会部会長

2004 年 4 月～06 年 3 月  立命館大学国際地域研究所プロジェクト研究「東北アジア共同

体の基礎条件に関する研究：朝鮮半島をめぐる日中韓朝ロ協力

を中心に」（2004～05 年度，代表者＝松野周治）幹事。

2007 年 4 月～10 年 3 月 立命館孔子学院副学院長

2009 年 3 月～現在 山崎豊子文化財団（13 年 4 月より一般財団法人）理事

2010 年 4 月～12 年 3 月 立命館孔子学院学院長代理

2020 年 4 月～ 立命館大学名誉教授

2020 年 4 月～ 立命館大学特別任用教授
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受　賞　歴

1 ．第 1回中央国家機関青年学術研究業績競
コンクール

作（［北京］中国共産主義青年団中央国家機関委

員会・国家科学技術奨励工作辦
べん

公室［事務局］）・『中国社会科学』［中国社会科学院機関誌］・

『中国科学』［中国科学院機関誌］共催）優秀論文 3等賞（「当代啓示録─高行健話劇世界

面面観」［後掲］に由る），1986 年 9 月。

2．『当代作家評論』誌（［瀋陽］『当代作家評論』雑誌社）1984～86 年優秀論文 3等賞（「潮

汐的騒動─1984 年中篇小説巡礼」［後掲］に由る），1987 年 2 月，同誌同年第 2期（号。3

月）発表（128 頁）。

著書・訳書

1 ．（共訳）川端康成小説選集『花的圓舞曲』，［長沙］湖南人民出版社，1985 年 4 月。

　（単訳）『名人』（筆
ペン・ネーム

名＝求道），551～664 頁。原作＝川端康成『名人』（長篇，新潮文庫（［東

京］新潮社），1962 年，5～165 頁）。

2．（共著）童志剛・張小東・夏武全主編（編集主幹）『融合与超越─新時期文学与外国文学』，

［武漢］長江文芸出版社，1989 年 3 月。

　（執筆）「中国的〝劫後文学〟与日本的〝戦後文学〟　十年：世紀的衝刺」，40～59 頁。

3．（共著）中国社会科学院外国文学研究所編『外国文学研究集刊』第 12 輯
しゅう

，［北京］中国社

会科学出版社，1988 年 1 月。

　（執筆）「通向成熟之路─論野間宏」，406～447 頁。

4．（共著）柳鳴九主編『西方文芸思潮論叢　意識流』，中国社会科学出版社，1989 年 12 月。

　（執筆）「日本文学中的〝意識流〟」，229～275 頁。

5．（共著）竹内實編『京都大学人文科学研究所研究報告　中国近現代文学論争年表』，［京都］

同朋舎，1992 年 10 月。

　（共同執筆）辻田正雄・萩野脩二・夏剛「1985　文学」，「下（1949～1989）」，894～935 頁。

6．（共著）中西進編『日本文学における「私」』，［東京］河出書房新社，1993 年 12 月。

　（執筆）「『名人』にみる三重の〝私〟と川端康成の〝実〟─古典的，道─禅的，〝反射描法〟

的な読解の試み」，285～314 頁。

7．（共著）日本記号学会編『多
マルチカルチュラリズム

文化主義の記号論』（記号学研究 16），［平塚］東海大学出版会，

1996 年 3 月。
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　（執筆）「音幻・雑色・越境・辺鼓（抄）─〝亜細亜圏〟周航暢想」，77～86 頁。

8．（共著）福岡ユネスコ協会編『世界が読む日本の近代文学Ⅱ』，［東京］丸善，1997 年 10 月。

　（論述）「炉辺漫談：この〝能面〟を観よ─小津映画の〝地を這う〟視点から観た志賀文学

と日本的〝私〟」，29～39 頁。

　（論述）「Ⅰ白樺派文学と私小説」論
コメント

評，52～58，60～62，64～65 頁。

　（論述）「Ⅱ白秋と茂吉の歌」論
コメント

評，117～118 頁。

　（論述）「Ⅲ日本近代詩と中原中也─自然観の変遷」論
コメント

評，143～147 頁。

　（論述）「Ⅳ芥川文学と一九二〇年代の美術と文学」論
コメント

評，195～196 頁。

　（論述）「Ⅴ総括討議・大正期から昭和初期の文学と芸術」論
コメント

評，239～244 頁。

9．（共著）河上倫逸監修『21 世紀の必読書 100 選』，『あうろーら』特別号，［大阪］21 世紀

の関西を考える会，2000 年 12 月。

　（執筆）「『二重言語国家・日本』，石川九楊著」，287～291 頁。

10．（共著）中谷猛・川上勉・高橋秀寿編『ナショナル・アイデンティティ論の現在─現代

世界を読み解くために』，［京都］晃洋書房，2003 年 3 月。

　（執筆）第 6章「中国，中華民族，中国人の国家観念・民族意識・〝国民自覚〟」，115～142 頁。

11．（共編著）西川長夫・大空博・姫岡とし子・夏剛編著『グローバル化を読み解く 88 のキー

ワード』，［東京］平凡社，2003 年 4 月。

　（執筆）「孫正義 vs.松下幸之助」，162～164 頁。

　（執筆）「ユニクロ」，271～273 頁。

12．（共編著）徐勝・松野周治・夏剛編著『東北アジア時代への提言─戦争の危機から平和

構築へ』，平凡社，2003 年 7 月。

　（執筆）編者後
あとがき

書「広域〝共栄・共嬴〟への道」，305～310 頁。

　（校閲・訳注）張蘊嶺・朴珖姫共著，下野寿子訳「東北アジア地域経済協力の進展と未来」，

139～159 頁。

13．（共著）竹内實主編，程麻訳補『中国近現代論争年表』，［北京］中国文聯出版社，2005 年

7 月。

　（共同執筆）辻田正雄・萩野脩二・夏剛「1985　文学」，856～897 頁。

14（共編著）松野周治・徐勝・夏剛編著『東北アジア共同体への道─現状と課題』，［東京］

文眞堂，2006 年 3 月。

　（執筆）第 7章「〝東北アジア共同体〟結成の求心力と遠心力─〝文化縁・文化溝・文化力〟

に即した考察」，145～179 頁。

　（共同執筆）「はしがき」「後記」，i～ⅲ，246～249 頁。

15．（共編著）西口清勝・夏剛編著『東アジア共同体の構築』，［京都］ミネルヴァ書房，2006
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年 8月。

　（執筆）第 7章「〝東アジア共同体〟構築の隘路と進路─中国の政治文化と日本の企業文化

を手掛りに」，170～196 頁。

　（共同執筆）「まえがき」，i～xx頁。

　（校閲）林今淑著，金向東訳「中朝国境貿易の現状及び国境地域の社会・経済に対する影響」，

48～59 頁。

　（校閲）陳宜中著，厳太権訳「両岸関係に関するポスト国族主義的思考」，180～202 頁。

16．（共著）蔡建国等著『東亜和平与発展』，蔡建国主編『同済亜太論叢 5』，［上海］同済大学

出版社，2008 年 9 月。

　（執筆）「以〝文温〟促進中日相互理解的思路及方策」，392～407 頁。

17．（共訳・部分単著）趙啓正著，夏剛・永井麻生子訳『中国はコミュニケーション・ギャッ

プをこう乗り越える　対外交流心得 98 章（中日対照版）』，［京都］かもがわ出版，2012 年 4

月（原著＝『在同一世界─面対外国人 101 題』，［瀋陽］遼寧教育出版社，2007 年 8 月）。

　（共訳）「自序」，「致日本読者 /日本の読者の皆様へ」，本文（1～98 章），2～5，6～9，20～

199 頁。

　（執筆）「私たちは理解・習得・応用の障碍をどう乗り越えるか─中日対照版後記」，200～

251 頁。

　（執筆）「訳注」，252～319 頁。

　（執筆）「表記等の凡例及び編集上の留意点の説明」，320～328 頁。

　（執筆）「原著者紹介」，330 頁。

18．（共著）富岡幸一郎・紅野謙介編，［東京］野間宏の会（代表・黒井千次）協力『文学の再

生へ　野間宏から現代を読む』，［東京］藤原書店，2015 年 11 月。

　（討
パネリスト

論者）「〈シンポジウム〉野間宏のコスモロジー　中村真一郎＋小田実＋俳優三国連太郎

＋生命誌中村桂子＋比較文学夏剛（司会）紅野謙介，パネルディスカッション」（第 2回「野

間宏の会」，1994 年 1 月 22 日，日本出版クラブ会館），365～386 頁。初出＝『野間宏の会会

報』第 2号，1994 年 12 月，19～49 頁。

　（執筆）「〈シンポジウムを終えて〉 随想」，390～391 頁。初出＝同上文献，54～56 頁。

論　　　文

1 ．（単著）「日本国内日語考試方法評介」，『外語選刊』（黒龍江大学『外語選刊』編輯部）

1982 年第 2期，4月，47～51，58 頁。
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2 ．（単著）「在霊与肉的搏闘中昇華─『緑化樹』的〝心霊辨証法〟」，『当代作家評論』1984

年第 3期，5月，27～31 頁。

3．（単著）「通向成熟之路　論野間宏」，中国社会科学院研究生院修士課程卒業学位論文，全

48 頁。

4．（単著）「点睛還須精工筆─漫談日本文学作品題目翻訳問題」（筆名＝求道），『日語学習

与研究』（［北京］対外経済貿易大学『日語学習与研究』編輯委員会，『日語学習与研究』雑

誌社）1984 年第 6期，11 月，59～60，50 頁。

5．（単著）「折射的歴史之光─《腊月・正月》縦横談」，『当代作家評論』1985 年第 1期，1月，

37～44 頁。

6．（単著）「潮汐的騒動─1984 年中篇小説巡礼」，『当代作家評論』1985 年第 3 期，5 月，

47～56 頁。

7．（単著）「芥川奨五十年回顧」，『外国文学動態』（中国社会科学院外国文学研究所編，中国

社会科学出版社）1986 年第 2期，2月，42～48 頁。

8．（単著）「等待深入開拓的土地─関於性愛題材的美学観察」，『文学自由談』（［天津］『文

学自由談』編輯部，百花文芸出版社）1986 年第 2期，3月，40～49 頁。

9．（単著）「当代啓示録─高行健話劇世界面面観」，『当代作家評論』1986 年第 2期，3月，

47～57 頁。

10．（単著）「無主題変奏：中国夢尋─対1985 年中短篇小説的散点透視」，『当代作家評論』

1986 年第 3期，5月，4～16 頁。

11．（単著）「十年：世紀的衝刺─対〝劫後文学〟的双焦点透視」，『当代作家評論』1986 年

第 5期，9月，42～57，41 頁。

12．（単著）「語文学批評─当代小説研究断想」，『文芸研究』（［北京］『文芸研究』編輯部，

文化芸術出版社）1986 年第 6期，11 月，40～47 頁。

13．（単著）「十年：世紀的衝刺─対〝劫後文学〟的双焦点透視（続）」，『当代作家評論』

1986 年第 6期，11 月，60～70 頁。

14．（単著）「批評的尋〝根〟」，『北京文学』（［北京］北京文学月刊社）1987 年第 1 期，1月，

73～74，80 頁。

15．（単著）「八十年代日本純文学小説」，『外国文学評論』（［北京］外国文学評論編輯部，中国

社会科学出版社）1987 年第 1期，2月，57～65 頁。

16．（単著）「文学的当代意識：一種歴史和審美的跨度」，『上海文論』（中国作家協会上海分会・

上海社会科学院文学研究所，『上海文論』編輯部）1987 年第 2期，3月，47～49 頁。

17．「炉辺閑話：1986 中国小説品格批評」，『当代作家評論』1987 年第 2期，3月，96～103 頁。

18．（単著）「浅談三好達治」，『外国文学欣賞』（［長沙］『外国文学欣賞』編輯部，『外国文学欣
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賞』出版社）1987 年第 2期，4月，15～17 頁。

19．（単著）「傷逝：従〝俗界〟到〝佛界〟和〝魔界〟─川端康成文学境界及其理念内核的嬗
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26．「三見山崎：胡耀邦対日外交之風範」，『世界知識』2005 年第 24 期，12 月，22～23 頁。後

に『作家文摘』（週刊紙，中国作家協会主管・［北京］中国作家出版集団主辦［主宰］）・［北京］
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「胡耀邦信息資料網」・［香港］「鳳凰網」等に転載。

27．「対立目立つ日中両国政府　〝文温〟で〝政冷・経涼〟融かせ」，『京都新聞』「論考」欄，

2006 年 1 月 20 日。

28．「温家宝総理在立命館大学交流側記」，『世界知識』2007 年第 9期，5月，28～29 頁。

29．「中国語のプロからのアドバイス　最強の CJ活用法」，『中国語ジャーナル』（［東京］ア

ルク社）2008 年 4 月号，51 頁。

30．「従阪神観照汶川」，『世界知識』2008 年第 12 期，6月，25～27 頁。

31．「東京：走向奥運会的曲折歴程」，『世界知識』2008 年第 15 期，8月，60～61 頁。

32．「アルファ碁の衝撃」，『週刊碁』（［東京］日本棋院機関紙）2016 年 4 月 18 日。

33．「愉悦・達観・逍
しょう

遥
よう

」，『国際関係学部 Newsletter』第 52 号，2020 年 3 月 19 日，1～3頁。

翻訳・編訳

1 ．（共訳）森村誠一『隠蔽的射線』，田星・夏剛訳，『外国小説』（［哈
ハ ル ビ ン

爾濱］『哈爾濱文芸』増

刊「日本小説専号（特別号）」，『哈爾濱文芸』編輯部，哈爾濱文芸出版社）1981 年第 5期，

7月，48～61 頁。原作＝森村誠一『殺意の架橋』（短篇），短篇集『科学的管理法殺人事件』，

角川文庫（［東京］角川書店），1975 年，88～134 頁。

2．（単訳）森村誠一『失去的渓谷』，『日本文学』（［長春］日本文学編輯部編，吉林人民出版

社刊）1985 年第 1期，1～3月（季刊，出版時期未記載），167～192 頁。原作＝森村誠一『文

学賞殺人事件』，同題短篇小説集，［東京］産経新聞社出版局，1971 年，4～37 頁。

3．（単編訳）「日本評論家、作家談〝原爆文学〟」，『外国文学動態』1985 年第 11 期，11 月，

19～23 頁。

4．（共訳）竹内実「転折期的精神」，張謙・夏剛訳（両者の単訳が編集部の判断に由り合成），

『批評家』（［太原］中国作家協会山西分会，批評家雑誌社）第 4巻第 1期，1988 年 1 月，83

～87 頁。原作＝竹内実「〝転形期〟の精神─〝堕落論〟と〝情欲論〟」，竹内実・萩野脩二

編著『中国文学最新事情─文革，そして自由化のなかで』（サイマル出版会，1987 年 2 月），

296～314 頁。

5．（単訳）李芒「後記　象徴的に詠まれた中国遊吟記」，『あした』2003 年 1 月号，13～17 頁；

『宇咲冬男のヨーロッパにおける俳句と連句の交流と作品の軌跡』，［東京］宇咲冬男事務所，

2005 年 3 月，205～209 頁。原作＝李芒『後記』，宇咲冬男等著，李芒訳『中国遊吟俳句集

─宇咲冬男曁「明天」志友作品精選』，［南京］訳林出版社，1997 年 1 月，136～143 頁。
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講演・論
フォーラム

壇討論・座談等（記録公刊・学内役職関連の分）

1 ．（討
パネリスト

論者）「新時期文学十年歴史経験」討論会（中国作家協会遼寧分会・上海分会共催），

1986 年 7 月 9～16 日，大連市旅順口某所。卜曙明（構成）「在蝉蜕、裂変中更新、完善─〝新

時期文学十年歴史経験〟討論会紀要」，『当代作家評論』1986 年第 5期，11 月，58，62 頁。

2．（座談）「青年批評家自省」座談会，1986 年 7 月 17 日，［瀋陽］薈萃賓館。王緋整理（構成）

「青年批評家自省（座談会）」，『文学自由談』1986 年第 6期，11 月，45～47 頁。

3．（座談）「反思新時期文学十年」座談会，1986 年 11 月 6 日，『文学評論』（中国社会科学院

文学研究所『文学評論』編輯部，中国社会科学出版社）編集部。譚湘整理「面向新時期第二

個文学十年的思考─『文学評論』召開小型座談会紀要」，『文学評論』1987 年第 1期，1月，

44，46 頁。

4．（座談）「革命歴史題材小説創作」座談会，1986 年 11 月 16～18 日，『解放軍文芸』（［北京］

解放軍文芸編輯部，解放軍文芸出版社）編集部。本刊（誌）記者整理「書庫・1986・関於戦

争文学的対話─革命歴史題材小説創作座談会紀要」，『解放軍文芸』1987 年第 1期，1月，

4，12～13，16～17 頁。

5．（演
スピーチ

説），「オアシスの素顔を大切に」，京都国際文化協会主催「世界歴史都市会議記念　外

国人による日本語弁論大会」入選，1987 年 10 月 31 日，京都会館会議場。『弁論要旨集』，

京都西ライオンズクラブ，12 月，13 頁。

6．（鼎談）萩野脩二（三重大学教授）・辻田正雄（［京都］仏教大学講師）・夏剛「中国の当代

文学を語り合う」，1987 年 12 月 25 日，佛教大学辻田研究室。田星整理「当代中国文学隔岸

観」，『当代文学評論』1988 年第 2 期，26～38 頁。同年に文学批評選刊（既刊の文学評論の

秀作を精選・掲載する専門誌）に全文採録された（誌名等の情報は要特定）。

7．（討
パネリスト

論者）京都府文化フォーラム「京都文化の可能性を探る」第 3回「文化創造の外部要

因─国際化・異文化交流～国際化の中での京都」，1989 年 6 月 3 日，京都市府民ホールア

ルティ。『第 3回京都府文化フォーラム記録』，京都府文化芸術室，1989 年 11 月，11～15，

34，39～40 頁。

8．（講演）「インタビュー・ノンフィクションの可能性─猪瀬直樹著『日本凡人伝』を手掛

りに」，第 12 回日文研フォーラム，1989 年 6 月 13 日，国際交流基金京都支部。国際日本文

化研究センター編集・発行，10 月，1～39 頁。

9．（討
パネリスト

論者）A・B・Cセッション「昭和 10 年代の文学と芸術」「戦争期の文学をめぐって」

「戦後の文学をめぐって」論
コメント

評，第 6回日本研究国際セミナー ʼ91「日本の近代文学と芸術（昭

和期─戦前・戦中・戦後）」，福岡ユネスコ協会，1991 年 10 月 22～23 日，福岡市中央区天神・
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天神ビル 11F大ホール。『FUKUOKA UNESCO』（福岡ユネスコ協会編集・発行）第 27 号（同

セミナー特集），1992 年 5 月，39～41，77～78，106～107 頁。

10．（報告・討
パネリスト

論者）平安建都 1200 年記念グランド・フォーラム「伝統と創生─新しい

MIYABIをデザインする」（「伝統と創生フォーラム」実行委員会・財団法人平安建都 1200

年記念協会主催，1994 年 10 月 25～27 日，国立京都国際会館），第 2セッション「歴史的展

望　みやこの背景─潜在する文脈」。『会議記録』，財団法人平安建都 1200 年記念協会，1995

年 3 月，39～40，45～47，63～65 頁。河合隼雄・森谷剋夫監修，松岡正剛構成『平安建都

一二〇〇年記念　伝統と創生フォーラム集成』，淡交社，1995 年 9 月，「京都をほりなおす」，

189～190，196～199，215～217 頁。

11．（講演）「中・日時間感覚の比較」，けいはんなマラソンセミナー『人間・生物・時間』第

5回研究会「さまざまな時間を求めて」，1994 年 6 月 26 日，［京都・大阪・奈良］関西文化

学術研究都市・けいはんなプラザ。記録冊子，株式会社けいはんな，1995 年 2 月，22～24 頁。

12．（話題提供）「中国人の時間・日本人の時間」・（ 討
ディスカッション

議 ）株式会社けいはんな設立 5周年

記念公開セミナー「時間の森へ─マラソンセミナー『人間・生物・時間』が贈る対話・体

感・実験のひととき」，1995 年 3 月 4 日，けいはんなプラザ。記録集，1995 年 8 月，9～15 頁；

報告書，1996 年 2 月，9～16，29～31，39～41 頁。

13．（鼎談）堀場雅夫（株式会社堀場製作所取締役会長）・菊山紀彦（宇宙開発事業団特任参事）・

夏剛「21 世紀を拓くために，われわれはどう行動すべきか」，社団法人京都経済同友会創立

50 周年記念・第 96 回関西地区経済同友会会員懇談会「〝照顧却下〟─関西から 21 世紀を

拓く」，1998 年 6 月 5 日，国立京都国際会館メインホール。『京都経済同友会会報』

No.155，1998 年 10 月，29～32，37～38，40～41，43～44 頁。

14．（講演）「今様日中文化比較アラカルト─中国語を学ぶ人のために」，2001 年 4 月 20 日，

日本中国友好協会京都府連合会第 27 期中国語教室開講式。『日中友好新聞』（同会）第

1913・1915 号（9月 5・25 日）連載。

15．（講演）「生活風景の中の〝文
カルチャー・キャップ

化 溝〟─衣・食・住・行における日中文化の比較」，立

命館土曜講座第 2612 回，2002 年 9 月 21 日，立命館大学以学館。立命館大学人文科学研究

所『立命館土曜講座シリーズ』14『日中国交回復 30 周年─日中の過去・現在・未来─』，

2002 年 12 月，55～106 頁。

16．（話題提供）「文化の壁を如何に越えるか」・討議，第 21 回「ʼ03 比叡会議」（日本 IBM主催，

主
テーマ

題「中国とは何か」），2003 年 12 月 12～13 日，京都ロテル・ド・比叡。同会議報告書『中

国とは何か』，日本アイ・ビー・エム株式会社比叡会議事務局，2004 年 5 月，37～51，105

～106 頁。

17．（講演）「〝東北アジア共同体〟の理想・現実・展望─政治・経済・文化面からの考察・
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接近」，立命館土曜講座第 2683 回，2004 年 6 月 5 日。

18．（報告）「辺境としてのアジア」，第 15 回日本記号学会大会（統一主
テーマ

題「多文化主義の記号

論」），1995 年 5 月 14 日，横浜市開港記念館。

19．（講演）「〝国
イ ン タ ー ネ ッ ト

際互聯網〟の新しい水平─〈あした〉私観と宇咲俳句の再発見」，「あした

の会」平成 16 年度大会，2004 年 6 月 12 日，東京都北区王子の北とぴあ，『あした』同年 9

月号，10～27 頁。同誌 2008 年 10 月号に再録（44～61 頁）。

20．（講演）「上海的〝巧実力〟（smart power）─上海・上海人の特質に見る安定・発展の

志向・本領」，2009 年度同済大学・立命館孔子学院合同セミナー「上海万博と日中経済事情」，

2010 年 1 月 22 日，立命館大学大阪オフィス。

21．（講演）「〝魔都〟から〝魅都〟へ─成熟して国際先端都市に向う上海」，2010 年度同済

大学・立命館孔子学院合同セミナー「ポスト上海万博と都市発展」，2010 年 12 月 17 日，立

命館大学大阪オフィス。

22．（退職記念講演）「受難の歳月　求道の歴程」，2020 年 1 月 14 日，立命館大学恒心館（前

掲の同題論文はこれを基と為る）。

研
シ ン ポ ジ ウ ム

究討論会報告・研究会発表等

1 ．（研究報告）「同時代中国にとって川端康成とは何か」，現代中国研究会公開研究会，1987

年 9 月 17 日，京都大学楽友会館。

2．（研究発表）「〝私文学〟の発想と日本的〝私〟」，国際日本文化研究センター「日本文学と〝私〟」

共同研究班，1987 年 10 月 27 日。

3．（研究発表）Postwar Japanese Literature and Chinese Literature after the Culture 

Revolution : An Attempt at Comparison，第 33 回国際東方学者会議，1988 年 5 月 1 日，都

内某所。『国際東方学者会議紀要』第三十三冊，125 頁。

4．（研究報告）「中国的発想・日本的発想」，現代中国研究会公開研究会，1988 年 6 月 25 日，

仏教大学四条センター。

5．（研究発表）「〝私ノンフィクション〟の表現原理─川端康成『名人』と沢木耕太郎『一

瞬の夏』をテキストに」，国際日本文化研究センターシンポジウム「もう一つの〝私〟─

変身・分身・重層する自我」，1989 年 12 月 2 日。

6．（研究発表）「百年の孤独：露伴私観─『運命』を中心に」/（討議）「北村透谷と幸田露

伴をめぐって」/「二葉亭四迷と夏目漱石をめぐって」/「日本近代文学の一特色─自然観

の変遷と〝女性〟の発見」/「日本の近代文学と芸術─明治期を中心に」，第 4回日本研究
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国際セミナー ʼ89「日本の近代文学と芸術」，福岡ユネスコ協会，1989 年 11 月 27 日，福岡

市中央区天神・福岡銀行本店 10 階ホール。『FUKUOKA UNESCO』第 25 号，1990 年 6 月，

22～43 / 51～61 / 86，90，92～93 / 115～118，122～124 / 138～139 頁；福岡ユネスコ協会編『世

界が読む日本の近代文学』，丸善，1996 年 8 月，69～70，72，136～138，193～194 頁。

7．（研究発表）「金聖嘆の自我から見た幸田露伴の〝私〟と中国的自我・日本的〝私〟─『杜

詩解』と『評釈芭蕉七部集』を手掛りに」，国際日本文化研究センター「日本文学と〝私〟」

共同研究班，1990 年 8 月 4 日。

8．（研究報告）「別有幽情暗恨生：天安門事件以降の中国文芸に見る〝無抵抗の抵抗〟」，現代

中国研究会公開研究会，仏教大学四条センター，1991 年 6 月 22 日。

9．（研究発表）「メビウスの輪
おび

：〝私〟と〝我〟の連環を巡って─散点的〝連環体〟の考察

の試み」，国際日本文化研究センター「日本文学と〝私〟」共同研究班，1991 年 7 月 24 日。

10．（研究発表）「中国人の闘争心と日本人の〝一団和気〟─値段の交渉を巡る一考察」，立

命館大学比較文化研究会，1994 年 7 月 23 日。

11．（研究報告）「〝儒商・徳治〟の道：理・礼・力・利を軸とする中国政治の統治文化」，アジ

ア政経学会西日本部会年会，2001 年 6 月 23 日，［大分］立命館アジア太平洋大学。

12．（研究発表）「孫正義とユニクロ：経営者・企業の〝全
グローバル

球〟化」，立命館大学比較文化研究会，

2001 年 7 月 27 日，立命館大学修学館。

13．（研究発表）「中国の暴走・覇権大国化は有り得るか：非対称戦・新恐
テ ロ

怖戦争を含む中国空

軍筋の破天荒な 想
シミュレーション

定 ・提言─『全
グローバル

球化時代の超限戦』を手掛りに」，立命館大学国際

関係学部研究会，2001 年 11 月 20 日，恒心館。『立命館国際研究』14 巻 4 号，2002 年 3 月，

118～119 頁。

14．（研究発表）「中国的な国家観念・民族意識・国
アイデンティティ

民自覚」，立命館大学国際言語文化研究所

プロジェクト BⅠナショナル・アイデンティティ研究会，2001 年 11 月 24 日，立命館大学

末川会館。

15．（研究発表）「現代日本の時間を観察する」，けいはんなマラソンセミナー「人間・生物・

時間」研究会，2002 年 11 月 22 日，京都大学大学院地球環境学堂「三才学林」。

16．（研究報告）「中国の覇権大国化・軍事的暴走の危険要素と自己制御の安全装置」・討議，

［漢
ソウル

城］韓国発展研究院（KDI）大学院・立命館大学国際地域研究所共催国際ワーク・ショッ

プ「北東アジア平和・繁栄の諸条件」，2003 年 8 月 19～20 日，韓国発展研究院大学院

ambassador Hall7 階。

17．（研究報告）「〝文化縁・文化溝・文化力〟─東北亜細亜の融合の可能性と障碍の一側面」，

中国社会科学院日本研究所・立命館大学国際地域研究所共催国際シンポジウム「東北アジア

地域協力への道─基礎条件と展望」，2004 年 10 月 30 日，中国社会科学院日本研究所国際
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会議室。

18．（研究報告）「中国の政治文化と日本の企業文化に見る東亜細亜の方向性・可能性」，立命

館国際地域研究所主催国際シンポジウム「東アジア共同体の構築を目指して」，2005 年 1 月

22 日，立命館大学創思館。

19．（研究報告）「由中国軍事新思考、覇権軍国化的危険性及安全閥展望台海両岸関係及東北亜

安保」，［台北］国立台湾大学社会科学院・立命館大学国際地域研究所共催国際研
シンポジウム

討会「東北

亜之台湾与両岸関係」，2005 年 7 月 30 日，台湾大学社会科学院第 1会議室。報告論文集，1

～32 頁。

20．（研究報告）「日中間の生活習慣の相違と意思疎通の障碍」，日本比較生活文化学会西日本

定例研究会，2007 年 4 月吉日，立命館大学諒友館。

21．（研究報告）「〝全
グローバル

球化〟時代の〝発展中（途上）大国〟・中国の光と影」，立命館大学国際

関係学部途上国研究会，2006 年 11 月 30 日。

22．（研究報告・討
パネリスト

論者）「以〝文温〟輔〝経熱〟，融〝政冷〟：増進中日相互理解的治本之路」，

［上海］同済大学亜
アジ ア

洲太平洋研究中
センター

心主催国際研
シンポジウム

討会「構築中日戦略互恵関係和促進民間相

互理解」，2007 年 11 月 17～18 日，同済迎賓館。

23．（研究発表）「中国語の人称代名詞の〝魔
ま

杖
じょう

〟に見る日中言語・文化の異同」，立命館孔子

学院「日中言語のずれに関する研究会」，2011 年 10 月 28 日。

面
イ ン タ ビ ュ ー

談取材記事等

1 ．「夏剛さん　　　　　　　　　　中国で川端ブーム /作家ら文体まねる」（京），『朝日新聞』

1987 年 9 月 26 日，「なにわ手帳」短
コ ラ ム

評欄。

2．「夏剛さん /日本人的〝私〟は絹のカーテン /薄く不透明で美しい」（聞き手　小倉貞男編

集委員），『讀賣新聞』1990 年 4 月 7 日，「はじめまして」短
コ ラ ム

評欄。

3．「京都文化紳士録（6人）　沢木，猪瀬のノンフィクションを研究中　夏剛　京都工芸繊維

大学助教授」（文・刈部謙一，撮影・M.HASUI），『03』1990 年 5 月号，『京都─永遠の前

衛都市』特集，29 頁。

4．「肖像 1990～KYOTO ◇ 49 /日本文学研究者　夏剛さん（35）/二十世紀の中国を執筆　〝遺

書のつもり…〟」（馬），『朝日新聞』京都版 1990 年 4 月 19 日。

5．「日本文学研究者　夏剛さん（36）/二十世紀の中国を執筆 〝遺書のつもり…〟」（森北），

朝日新聞京都支局編『京都の肖像　21 世紀への 100 人』，淡交社，1991 年 3 月，110～111 頁。

6．「老若男女が学ぶ中国語の殿堂　孔子学院が教える学習のコツ /中国語学習の最大の難関

現代中国公開研究会
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は〝発音〟」，『週刊ダイヤモンド』（［東京］ダイヤモンド社）2011 年 1 月 8 日新春号（特集「今

年こそ英語＆中国語」），63～64 頁。

その他文筆活動

1 ．（随筆）「激動の歳月」「五重塔」「豊太郎と私の世界」，『黒龍江大学日本語学部 77 級生　

作文選（第一集）』，1981 年 10 月，22～26，137～138，145～146 頁。

2．（散文詩）「雑感五則」，『中国社会科学院研究生院一九八三年五四征文競賽獲奨作品集』，

研究生院団委・学生会編，1983 年 6 月，13 頁。

3．（編著）「京都工芸繊維大学工芸・繊維大学 1989・90 年度一般教育・文学　記念文集」，

1991 年 4 月 1 日。「美しい日本の中の私─夏剛のプロフィール」（10～16 頁），「夏剛の『能

面』」（44～46，47［A～K］，48［A～B］49［A～C］頁），「夏剛の『片腕』」（71 頁），「夏

剛のもう一つの『恋
ラブ・ストーリー

物語』」（114～116 頁），「忘れ得ぬ人々─総評に代えて」（117～132 頁），

「我儘な所感：工繊大での授業を振り返って」（150～152 頁），「編集後記」（153～158 頁），「講

評」（随所）。

4．（策劃［考案］・脚本執筆）第 1届世界孔子学院論壇（立命館孔子学院・立命館亜洲太平洋

孔子学院主辦，2007 年 5 月 9～12 日，立命館大学以学館）記念大学生文芸滙
わい

演『多元文化

共生』（11 日），「【起】百花斉放，千客万来 /【承】衆音共鳴，多元和諧─響き合う調和 /【転】

超越障碍，合力通天─バベルの塔への超越 /【合】継往開来，共創前程─新たな出発へ」

4部（中国語・日本語）。『第一届世界孔子学院論壇 /第一回世界孔子学院フォーラム報告書』，

立命館孔子学院，122～129 頁。

テレビ出演・取材協力

1 ．（出演）読売テレビ「激論　ぱらだいむ ʼ91」，「不思議な国 ニッポン　どこが悪い !?　〝大国〟

ニッポン」（司会＝猪瀬直樹，深夜～未明 6時間に亘った生放送），1991 年春（手元の録画

には日付は記載されず，全国紙の縮刷版も東京版を用い大阪から発信の当該番組は予告欄に

無い。内容や広
コマーシャル

告の情報から湾岸戦争勃発［1月 17 日］～5月前半の間と推定される）。

2．（出演）KBS京都テレビ「京のまち」，「外国人に聞く日本の心・言葉」，1994 年 3 月 13 日。

3．（出演，司会者との対談）KBS京都テレビ「ハッスルワイド　時事放談」，「米騒動」，

1994 年 4 月 4 日。



－ xxiv －

4 ．（出演）同上，「レジャー」，1994 年 5 月 2 日。

5．（出演）同上，「外国人から見た京都」，1994 年 6 月 6 日。

6．（出演）同上，「就職戦線」，1994 年 7 月 4 日。

7．（出演）同上，「ヌード写真」，1994 年 8 月 8 日。

8．（出演）同上，「戦争と平和」，1994 年 9 月 5 日。

9．（出演）同上，「広島アジア大会」，1994 年 10 月 3 日。

10．（出演）同上，「銃社会」，1994 年 11 月 7 日。

11．（出演）同上，「ペット事情」，1994 年 11 月 28 日。

12．（出演）同上，「ドーピング汚染」，1994 年 12 月 5 日。

9．（出演）KBS京都テレビ「平安建都 1200 年グランドフィナール・今始まる未来の夢」，「京

都活性化をめざす大討論会」，1994 年 12 月 31 日。

10．（出演）KBS京都テレビ「ハッスルワイド　時事放談」，「大学の在り方」，1995 年 1 月 9 日。

11．（取材協力）NHKテレビ「スペシャル　作家　山崎豊子～戦争と人間を見つめて～」，

2015 年 9 月 27 日。

12．（取材協力）NHKテレビ「スペシャル　～総書記 遺（のこ）された声　日中国交 45 年目

の秘史～」，2017 年 9 月 23 日。

13．（出演）NHKテレビ「かんさい熱視線」，「そして名作は生まれた─山崎豊子『大地の子』　

誕生秘話」，2017 年 10 月 6 日。

附記

1 ．退職記念講演・特別寄稿「受難の歳月　求道の歴程」で取り上げた「文化大革命」等の影

響を伝える為に，略歴は変則的な在学期間や非文化的な職歴も敢えて詳細に記した。

2．論著の内に相当の比重を占めた中国語使用の部分は原文が本土の簡体字を用いているが，

本目録は日本で発表するので，日本及び台湾・香
ホンコン

港・澳
マカオ

門乃
ない

至
し

新
シンガポール

嘉坡等でも通用する漢字を

使う。

3．講演・座談・討論等の記録集所載の頁は，夏剛の言説の部分に限る。

4．著述の保管・記録に無頓着の所
せ い

為で若干の散逸が有り，極
ごく

一部の所載頁・日付・会場等は

確認できず欠落や曖昧の儘
まま

と為る。


